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【論文】

1. はじめに
健康に関する関心が社会的に高まり、医療サービスの品
質向上に向けてさまざまな取り組みが実践される中で、「薬
剤の服用」も従来のスタイルからの転換が求められている。
現在の薬剤服用場面では、薬局等による薬剤処方後の服用
管理について基本的に利用者である患者自身の自発的取り
組みに委ねられており、その管理の適切性については少な
からず個人差が生じている。このような状況に加えて「服
用行為にあたって使用する各種アイテムの取扱性」や「服
用に関わる指示や注意の情報理解性」「薬剤処方に関する
情報管理・共有体制」などの要因が重なることによって、
一部の利用者において薬剤の服用忘れや服用間違い、薬剤
包装の誤飲といった各種トラブルが発生する環境を生み出
してしまっている［注1］。こうした現状を踏まえ、薬剤服
用におけるあらゆるプロセスに注視した上で改善のための
検討が実施される必要があり、その中でデザイン面からの
分析・考察も重要な役割を担うと考えられる［注2］。
筆者は、過去の研究において薬剤服用場面の現状を分析
するため、22歳から66歳の男性248名、女性94名、合計342
名にアンケート調査を実施した。この調査の結果、薬剤服
用時に発生したトラブルとして最も発生頻度が高かったの
が「薬剤の服用忘れ」だった［注3］。
薬剤の服用忘れは、薬剤包装の誤飲などと比べて軽微な
トラブルとして捉えられがちである。しかし、服用忘れが
命の危険に直結する深刻な状況を招く事例も存在し、その
重要性はもっと認識されるべきである。また、服用忘れの
常態化は適切な治療の妨げになり、治療の長期化や非効率
化を招く。加えて、服用効果の確認を経て行われる医師の
処方判断を難しくさせる恐れもある。
さらに、服用忘れは結果的に未服用の薬剤が患者の手元
に残る「残薬」状態を発生させる。これが患者の自己判断
での不適切な服用（多剤服用、過剰服用、使用期限切れ薬
剤の服用など）を招き、健康への悪影響に繋がる可能性が
ある。厚生労働省は、平成19年度に日本薬剤師会が実施し
た調査内容［注4］に基づいて家庭内で飲み残し状態にあ
る薬剤のコストを総額で約500億円と発表しており、残薬
問題は医療費高騰の一因としても問題視されている。
このような状況を踏まえ、薬剤の服用忘れ改善に向けて
一層の積極的な取り組みが求められているものと考える。

2. 研究目的
薬剤の服用忘れが発生する直接的原因は患者個々によっ

て異なり、その内容は多岐にわたるため、一元的な解決策
の提示は難しい。ただし、いずれの事例においても共通す
る要因として「服用回数／服用時期／服用期間など服用行
為のタイミングを指示する情報（以後、これらをまとめて
服用指示情報と呼ぶ）の失念」が挙げられる。
このことから、 現状の改善に向けて「患者が服用指示情
報をいかに適切に記憶し、服用行為の実施を促すことがで
きるか」について熟考することは有意義だと考えられる。
その切り口の一つとして、薬袋や薬剤説明書などの薬剤服
用にまつわる情報表示アイテムに記載された服用指示情報
の表示を、情報デザインの観点から分析し、改善すること
が有効ではないかとの仮説を立てることができる。こうし
た情報デザインの改善にあたっては、情報の形（表示形態）・
配色・サイズ・配置構成など基本的な造形要素についての
精細な検討を重ねることが重要であるといえる。
以上のことから、本研究では薬剤服用忘れ改善のための
情報表示について、情報デザイン面からの分析と考察を行
い、分析結果を踏まえた改善のためのデザインモデルを提
示してその有効性を検証することを目的とする。

3. 既往研究
薬剤服用にまつわる情報表示アイテムを対象として取り
上げた研究事例としては、伊藤由紀らによる薬袋情報表示
のための文字と字体に関する研究［注5］、末松文博らによ
る外来患者用薬剤情報説明書の評価に関する研究［注6］、
丸山徹らによる視力障害者や高齢者を対象とした薬袋の開
発に関する研究［注7］、大倉典子らによる薬剤包装への点
字表示付記に関する研究［注8］、中嶋正憲らによる服用カ
レンダーを記載した薬袋の有用性に関する研究［注9］、安
永大輝らによる与薬時の医療トラブル防止効果向上を目的
とした薬袋のデザインに関する研究［注10］などが挙げら
れる。服用忘れ改善の切り口として服用指示情報の情報デ
ザインに着目した研究事例はそれほどみられないことか
ら、ここに本研究の独自性が認められると考える。
筆者は先行研究として、薬剤服用にまつわる情報表示に
ついての利用者の情報理解度と服用トラブルの発生度の関
係を調査し、現状の薬剤服用場面における利用者の行動傾
向について考察を行った［注11］。調査の結果、薬剤服用
時の利用者の行動傾向について「情報活用グループ」「情
報理解度自覚グループ」「自発的注意喚起グループ」「情報
理解不足グループ」「情報無関心グループ」の5種類のグルー
プがあらわれ、薬剤服用場面での失敗発生についても、情
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報への関心の低さから発生する失敗や情報の理解不足から
発生する失敗など複数のプロセスの存在が確認できた。

4. 研究手法
本研究に着手するにあたって、デザイン対象として取り

扱う具体的な情報表示アイテムについての検討を行った。
筆者が過去に薬剤服用におけるデザイン上の考察点抽出の
ために実施した調査において、薬剤服用の中でも特に処方
せん医薬品の使用時に検討すべき固有の内容が多い、とい
う傾向が見られた［注12］。この調査内容を踏まえ、本研
究においては薬剤服用場面の中で特に処方せん医薬品の利
用場面に焦点を当てることとし、処方せん医薬品の提供場
面における一般的な服用情報表示アイテムである薬袋をデ
ザイン対象に設定した。
本研究の実施手順は以下の通りである。
　

（1）薬袋の実測調査
現在使用されている薬袋の情報表示についての状況を把

握するため、実際に病院・薬局などで配付・使用された複
数の薬袋を対象に、情報表示サイズや表示面積の計測、配
色の確認などの調査を実施する。
（2）調査結果の分析・考察
調査結果の分析と考察を元に、現状を改善するための情

報表示のあり方について検討する。
（3）改善のためのデザインモデルの提案
分析と考察の結果を基にデザイン方針を定め、それにも

とづいて改善のためのデザインモデルを提案する。
（4）デザインモデルの評価・検証
提案したデザインモデルの使用感と改善能力を確認する

ため、複数名の被験者による模擬実験を行い、デザインモ
デルの有効性について検証する。

5. 薬袋の実測調査
薬袋の情報表示に関する現状把握のため、実際に病院・

薬局等で患者に対して配付された薬袋70サンプルを収集
し、これらを対象に実測調査を行った［図1］。

図1: 薬袋サンプル（一部）

薬袋に表示する情報の内容については、薬剤師法第25条
および薬剤師法施行規則第14条により記載しなければなら
ない事項が定められている。その内容を踏まえた上で収集
したサンプルを観察し、一般的な薬袋の記載情報として以
下の10項目があることを確認した。

ⓐ服用種類
　「内用」「外用」など、薬剤の種類を示す情報
ⓑ氏名
　薬剤を処方された患者の氏名
ⓒ服用回数
　「1日3回」など、1日あたりの服用回数を示す情報
ⓓ服用時期
　「食前」「食後」など、薬剤の服用時期を示す情報
ⓔ服用期間
　「7日分」など、薬剤の服用期間を示す情報
ⓕ服用内容
　「錠剤」「こな薬」など、薬剤の内容を示す情報
ⓖ服用量
　「1回2錠」など、薬剤の服用量を示す情報
ⓗ調剤年月日
　薬剤を調剤した年月日の情報
ⓘ薬剤師氏名
　薬剤を調剤した薬剤師の氏名
ⓙ調剤薬局情報
　調剤薬局もしくは病院の名称および住所

なお薬剤師法第25条および薬剤師法施行規則第14条で
は、ⓒⓓⓔⓕⓖをまとめて「用法・用量」と記載している
が、本研究の調査目的の性質上、法律上の分類よりも詳細
な項目分けを行っている。
上記の10項目のうち、薬剤服用行為のタイミングを指示
する服用指示情報に該当するのはⓒⓓⓔの3項目であると
考えられる。そのため、これら3項目が薬袋にどのように
表示されているかの把握を中心に実測調査の項目を下記の
通り設定した。

①薬袋の寸法（縦幅および横幅）
②薬袋の表面積
③服用指示情報の表示面積合計
④薬袋の表面積に対する服用指示情報の表示面積割合
⑤服用指示情報の文字サイズ
　（文字縦幅、服用回数／時期／期間別に計測）
⑥服用指示情報における文字の強調の有無
　（色／太さの2項目、服用回数／時期／期間別に計測）
⑦薬袋内の使用色数
⑧文字・線以外の色面の有無
⑨文字・線以外の色面による服用指示情報の強調の有無
⑩色面の面積
　（文字・線以外の色面を有する薬袋のみを対象とする）
⑪薬袋の表面積に対する色面の面積割合
　（文字・線以外の色面を有する薬袋のみを対象とする）
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表1: 薬袋サンプルの実測調査結果

   　　　　 縦幅

   　　　　 横幅

薬袋の表面積（平均）

服用指示情報の表示面積合計（平均）

薬袋の表面積に対する服用指示情報の
表示面積割合（平均）

   　　　 服用回数

   　　　 服用時期

   　　　 服用期間

    色

   　　　　 太さ

    色

   　　　　 太さ

     色

   　　　　 太さ

使用色数（平均）

文字・線以外の色面を有する薬袋の割合

文字・線以外の色面で服用指示情報を
強調している薬袋の割合

色面の面積（平均）

薬袋の表面積に対する色面の面積割合（平均）

薬袋の寸法（平均）

服用指示情報の文字サイズ
（縦幅･平均）

服用指示情報における
文字の強調効果の
使用割合（平均）

服用回数

服用時期

服用期間

196.8

136.7

27527.9

681.5

2.8

6.0

5.8

6.3

25.7

27.1

30.0

24.3

20.0

11.4

2.5

55.7

7.1

2732.1

11.6

mm

mm

mm2

mm2

％

mm

mm

mm

％

％

％

％

％

％

色

％

％

mm2

％

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
⑧

⑨

⑩
⑪

以上の調査方針にもとづき、収集した薬袋70サンプルに
ついて実測調査を行った。その調査結果の概要は［表1］
の通りである。
続いて各項目の調査結果の詳細について、以下に記す。

①薬袋の寸法
縦幅の最大寸法は297.0mm、最小寸法は138.0mmであり、
平均寸法は196.8mm だった。また、横幅の最大寸法は
210.0mm、最小寸法は99.0mm、平均寸法は136.7mmだった。
処方される薬剤の内容や量によって異なるサイズの薬袋が
使用されるため、収集した薬袋のサイズも様々であった。
②薬袋の表面積
表面積の最大値は62370.0㎟、最小値は13800.0㎟、平均
値は27527.9㎟だった。
③服用指示情報の表示面積合計
服用回数／服用時期／服用期間の3項目の表示面積の合
計を計測した。表示面積の最大値は1352.0㎟、最小値は
235.0㎟、平均値は681.5㎟だった。②の薬袋の表面積の値
との関係性について確認したが、両者の間に相関関係はさ
ほど見られなかった。
④薬袋の表面積に対する服用指示情報の表示面積割合
②を③で割り、服用指示情報の表示面積の割合を算出し
た。表示面積割合の最大値は8.6％、最小値は0.9％、平均
値は2.8％だった。おおまかな特徴として、薬袋の表面積
が小さいサンプルほど服用指示情報の表示面積割合が大き
くなる傾向が見られ、両者の間に一定程度の相関関係があ

ることが確認できた。
⑤服用指示情報の文字サイズ
服用指示情報に該当する3項目の文字サイズ（縦幅）を
個別に計測した。服用回数の文字サイズの最大値は
10.0mm、最小値は3.0mm、平均値は6.0mmだった。服用
時期の文字サイズの最大値は11.0mm、最小値は3.0mm、
平均値は5.8mmだった。服用期間の文字サイズの最大値
は10.0mm、最小値は3.0mm、平均値は6.3mmだった。3項
目ともそれほど顕著な文字サイズの差はないが、一部のサ
ンプルにおいては服用時期をやや小さめ、服用期間をやや
大きめに表示していることが分かった。
⑥服用指示情報における文字の強調の有無
色を用いた強調効果は、全サンプルのうち、服用回数で
25.7％、服用時期で30.0％、服用期間で20.0％使用されて
いた。文字の太さを用いた強調効果は、全サンプルのうち、
服用回数で27.1％、服用時期で24.3％、服用期間で11.4％
使用されていた。服用回数／服用時期と比べて、服用期間
についてはやや強調効果の使用割合が低い結果となった。
⑦薬袋内の使用色数
薬袋の表面で使用されている色数については、1色が9サ
ンプル、2色が29サンプル、3色が26サンプル、4色が9サン
プルで、平均色数は2.5色だった。
⑧文字・線以外の色面の有無
薬袋の表面に文字や線以外の色面がある薬袋は39サンプ
ルで、全サンプルのうち55.7％の薬袋が何らかの色面を使
用していた。
⑨文字・線以外の色面による服用指示情報の強調の有無
薬袋表面の色面が服用指示情報の強調を担っているもの
は5サンプルで、全サンプルの7.1％であった。
⑩色面の面積
⑧で色面を使用していたサンプルを対象として面積を計
測した。色面の面積の最大値は17440.0㎟、最小値は100.0㎟、
平均値は2732.1㎟だった。
⑪薬袋の表面積に対する色面の面積割合
②を⑩で割り、表面積全体に対する色面の面積割合を算
出した。面積割合の最大値は56.1％、最小値は0.3％、平均
値は11.6％だった。

6. 調査結果の分析・考察
続いて、薬袋の実測調査結果についての分析と考察を行
い、以下の3点に着目した。
（1）服用指示情報の判読性について
服用指示情報の文字のサイズは縦幅3.0mm ～ 11.0mm
と幅があるものの、いずれのサイズも薬袋を手に取った状
態での判読性についてはおおむね問題はみられない。一方、
2～ 3m以上離れた場所から目にした際の判読性について
はどのサンプルも十分な配慮がされているとは言いがた
い。服用忘れ改善のためには、患者が薬剤の服用に特段意
識を向けていない際に服用指示情報に触れることで、患者
の注意喚起を促しやすい状況をつくることが有効だと考え
られる。これを踏まえると、薬袋が患者の手元以外の場所
に置かれているような場面であっても、服用指示情報の内
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容が一見して判読できる表示サイズであることが望ましい
のではないかと思われる。

（2）服用指示情報の印象性について
服用指示情報の表示面積の平均値は681.5㎟、薬袋の表

面積に対する服用指示情報の表示面積割合の平均値は
2.8％であり、薬袋の寸法に対して服用指示情報が存在感
を感じさせるサイズにはなっていない。服用忘れ改善の一
つの方策としては、患者にとっての服用指示情報の記憶し
やすさを高めることが不可欠だと考えられる。そのために
は、患者が薬袋を視認した際に服用指示情報をどれだけ印
象づけられるかについての検討が重要だといえる。このこ
とから、服用指示情報の表示面積割合について、情報の印
象性向上を踏まえた検討が必要ではないかと思われる。

（3）色面の活用について
文字や線以外の色面を有する薬袋は全サンプルのうち

55.7％と比較的高い割合だったが、色面の面積の平均値は
2732.1㎟、色面の面積割合の平均値は11.6％であり、薬袋
を目にした際の色面の印象はさほど強いとはいえない。色
の情報は人間の注意を視覚的に喚起する上できわめて有効
であることから、薬袋自体の誘目性や視認性向上の観点か
ら、色面のサイズや配置など、目的に沿った最適な利用方
法を検討するべきだと考える。
また、色面を服用指示情報の強調効果として活用してい

た薬袋は全サンプルのうち7.1％と少なく、服用指示情報

の印象性向上を目的とする上で現状からの改善が必要だと
考える。色面の利用方法を考えるにあたっては、単に薬袋
自体の誘目性／視認性のみに着目するのではなく、同時に
服用指示情報の強調についても念頭に置いて検討すること
が望ましい。

7. 改善のためのデザインモデルについて
前章の内容を踏まえ、調査結果から導き出せるデザイン

方針を以下のようにまとめた。

・注意喚起促進のための服薬指示情報の判読性の向上
・薬袋視認時の服薬指示情報の印象性の向上
・誘目性／視認性向上や情報強調効果としての色面の活用

これらのデザイン方針にもとづき、アイディアスケッチ
やプロトタイピングなどデザイン制作における一般的な手
法を用いて改善のためのデザインモデルの考案に着手し
た。その結果、完成したデザインモデルが［図2］である。
なお本デザインモデルで設定した薬袋のサイズについて

は、一般的に市場に流通している複数の規格の中から、本
研究の実測調査結果の平均値に近い規格（縦幅210mm、
横幅150mm）を選択している。

21
0.
0

150.0 40.0
15.0

6.
0

●側面図●正面図 ●背面図

unit:mm

   /     (   )
   /      (   )

服用期間

服用時間帯

薬の飲み忘れ防止にお役立てください

から

まで

6

9

12

15

18

21

24

7

8

10

11

13

14

16

17

19

20

22

23

薬を飲む時間帯に
確認シールを貼る

薬を飲んだら
チェックを入れる

9

7

8

10

内用薬

ぎふの薬局 〒501-XXXX　岐阜市一日市場北町 X-X
Tel:058-296-XXXX  Fax:058-296-XXXX

岐阜  花子 様
調剤日 2015 年 2月23日

朝・昼・夕　毎食後

錠剤　　　ロキソプロフェンナトリウム錠

顆粒剤　   コンクチームN配合顆粒

タリオンOD錠

1回 2錠

1回 1錠

1回 1包

1日 回 日分3 7

図2: 薬袋のデザインモデル
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このデザインモデルの特徴を以下に記す。 
薬袋のオモテ面では、これまで表示されていた情報の表
示バランスや表示方法の見直しを中心に行っている。

・服用指示情報の表示サイズの改善
服用指示情報を従来よりも大きなサイズで表示した。従
来の薬袋における服用指示情報の文字サイズ平均値が縦幅
5.8mm～ 6.3mmだったのに対して、本デザインモデルで
は服用回数／服用期間が縦幅最大17.0mm、服用時期が縦
幅最大9.0mmで表示することが可能となっている。これ
によって、薬袋を遠距離から視認した場合の服薬指示情報
の判読性が向上していると考える。
服薬指示情報の表示面積は2551.0㎟となり、従来の薬袋
の平均値である681.5㎟と比較して大幅に増加した。薬袋
表面に配置された各種情報の中でも服用指示情報の表示面
積の割合が最も大きくなるよう、情報表示のバランスを調
整している。これによって、薬袋視認時の服薬指示情報の
印象性の向上を実現できていると考える。

・色面の増加および服用指示情報の強調効果への活用
服用指示情報の周囲に色面を施し、情報強調効果として
活用した［図3］。服用指示情報以外の情報表現にあたって
は文字のサイズ／ウェイトを中心とした調整にとどめ、色
面を服用指示情報の周囲のみに使用することで情報強調効
果を最大限高めるよう考慮した。
色面の面積は8308.0㎟で、従来の薬袋の平均値である
2732.1㎟よりも大幅に増加した。これによって、色面を薬
袋の誘目性や視認性の向上に活用できていると考える。な
お、色の選択にあたっては、薬剤内容の誤解発生を回避す
るため、従来の薬袋で一般的に用いられている配色（内用
薬：青、外用薬：赤、頓服薬：緑）を採用した。

図3: 色面を用いた服用指示情報の強調

・判読性を考慮した使用書体の選択
近距離／遠距離の両方の場面において情報の判読性を向
上させるため、書体としてユニバーサルデザインの視点に
配慮して設計されたUD書体を採用した。使用したUD書
体の種類とサイズは［表2］の通りである。

表2: 使用書体の情報

情報
服用種類
氏名
服用回数
服用時期
服用期間
薬局名称
服用内容
服用量
調剤年月日
薬局住所
薬局住所

サイズ（pt）
48
27
60/30
27
60/30
24
15/12
15
12
10
10

使用書体
ヒラギノUD丸ゴシック W6

ヒラギノUD丸ゴシック W5

ヒラギノUD丸ゴシック W3
ヒラギノUD角ゴシック W3
Avenir Next Regular

オ
モ
テ
面

解説 見出し
時刻（大）
時刻（小）
解説 本文

18
12
9
12

ヒラギノUD丸ゴシック W6

ヒラギノUD丸ゴシック W3

裏
面

・薬袋の保管方法に配慮した形状の工夫
服用忘れ改善のためのアプローチの1つとして、服用指
示情報に触れる機会を増やすことが有効であると考えられ
る。このことから、薬袋の保管方法に配慮することで服用
指示情報に触れやすい環境を構築できないかと考えた。
具体的には、薬袋上部に穴を設けることで、フック等を
利用しての壁掛け保管を可能にした［図4］。また、マチを
設けて自立する構造にすることで、棚やテーブルの上など
任意の場所に置いておきやすい形状とした［図5］。これら
の工夫によって、薬袋を患者自身が目につきやすい場所に
置き、服用指示情報に触れる機会を増やすことが可能と
なっている。

図4: 引掛け用の穴を用いた壁掛け保管

薬袋の裏面には、服用状況をより詳細に管理するための
機能について検討し、従来の薬袋には見られない複数の情
報表示を追加している。なお、 裏面の機能については、服
用状況を積極的に管理したいという意欲を持つ患者が任意
で選択して使用するような形を想定している。

・服用期間を具体的な日付で記載するスペースの追加
一般的な服用指示情報は、服用期間を日数の表示形式で
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記載している。しかし、こうした表示は場合によって服用
期間に対する患者の直感的な理解の妨げとなる可能性があ
る。このことから、薬袋裏面に具体的な日付を記入できる
スペースを設けた［図6］。これにより、患者のニーズに合
わせて日数と日付の両方の情報で服用期間を把握できるよ
うになっている。

図6: 日付記載スペース

・服用時期を視覚的に把握できるスケジュール表の追加
午前6時から翌午前0時まで1時間刻みの目盛で構成され

たスケジュール表を薬袋裏面に追加した。このスケジュー
ル表の上に患者が付録のシール［図7］を貼ることで、お
およその薬剤の服用時期を視覚的に把握できるような利用
方法を想定している。
シールにはマス目が書かれており、このマス目を利用し

て薬剤の服用状況を管理し、服用忘れの傾向等について確
認するような使い方も可能である［図8］。

45.0

11
.0

unit:mm

図7: 付録シール

図8: スケジュール表の使用イメージ

8. デザインモデルの評価・検証
このデザインモデルが薬剤の服用忘れ改善に対してどの
程度効果を発揮しているかを検証するため、2015年5月か
ら6月にかけて模擬実験を実施した。模擬実験の被験者は
19歳から74歳までの男性8名、女性12名、合計20名である［表
3］。なお、本調査にあたっては、所属機関の生命倫理委員
会規定に照らし合わせた上で、調査内容および調査データ
の使用方法の点から委員会による審議を必要としないとの
所属機関長の判断を経て実施している。

表3: 模擬実験被験者の概要

10 代
0
2
2

20 代
1
3
4

30 代
2
3
5

40 代
3
0
3

50 代
2
1
3

60 代
0
2
2

70 代
0
1
1

計（人）
8
12
20

男性
女性
計（人）

模擬実験の手順は下記の通りである。

①それぞれの被験者に、薬袋のデザインモデルとマス目が
印刷されたチェックシート、実験終了後に記入するアン
ケート用紙を配付する［図9］。今回の模擬実験では「服用
回数：1日3回、服用時期：毎食後、服用期間：7日間」と
設定しており、チェックシートは3回×7日分の全21マスで
構成されている。
②被験者は薬袋に表示された服用指示情報にもとづいて該
当の服用時期にチェックシートへのチェックを行い、この
行為を薬剤服用の代替とみなす。これを指定された服用期
間の間、くり返し行う。
③服用期間が終了した後、事前に配付したアンケートを使
用してデザインモデルの使用感に関する調査を行う。

アンケートでは、「服用忘れ改善に対する総合的な評価」
や「薬袋としての全体的な使用感の評価」「個別のデザイ
ンポイントに対する評価」などの質問項目を設けた。さら
に、薬袋裏面に新たに付加された機能についての印象をた
ずねる項目も付け加えた。質問項目は9項目で［表4］の通
りとなっている。回答については、全ての質問についてポ

図5: マチがあり自立する包装形状
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ジティブな評価からネガティブな評価まで5段階を設定し、
それらのいずれかから選択して回答する方式とした。

実験後のアンケート調査結果は［図10］のようになった。
Q1の服用忘れ改善に対する総合評価、Q2の薬袋としての
全体的な使用感の評価、 Q3 ～ Q7の個別のデザインポイン
トに対する評価のいずれもポジティブな回答が大半を占め
た。このことから、薬剤の服用忘れの改善に向けて本研究
で提示したデザインモデルが一定程度の有効性を備えてい
ると考えられる。
Q3～ Q7の個別のデザインポイントに対する評価を詳し
く見ていくと、5つのデザインポイントのうち、服用忘れ
改善機能として被験者からの評価が最も高かったのはQ3
の「服用指示情報の表示サイズの改善」だった。実験終了
後のアンケート調査時に行ったヒアリングでは「表示サイ
ズが大きくなることで、掲示板のような感覚で離れた場所
からでも情報を見られるため、薬剤服用に気づきやすく
なった」とのコメントがあった。

次に評価が高かったのがQ5の「薬袋の保管方法に配慮
した形状の工夫」だった。壁掛けや机上など服用指示情報
に接する機会を患者自身で増やせることに対して好意的な
コメントがあった一方、「外出時に携帯した後で、帰宅後
に元の場所に戻し損ねることがあった」とのコメントも

図9: 模擬実験配付物一覧

図10: 実験後アンケート結果

表4: 実験後アンケート質問項目

Q1.　　　　　　　　 
役立ちそう

やや役立ちそう
どちらともいえない

あまり役立たなさそう
役立たなさそう

5 10 15 20人0

Q2.　　　　　　　　 
向上している

やや向上している
どちらともいえない

あまり向上していない
向上していない

5 10 15 20人0

Q3.　　　　　　　　 
役立ちそう

やや役立ちそう
どちらともいえない

あまり役立たなさそう
役立たなさそう

5 10 15 20人0

Q4.　　　　　　　　 
役立ちそう

やや役立ちそう
どちらともいえない

あまり役立たなさそう
役立たなさそう

5 10 15 20人0

Q5.　　　　　　　　 
役立ちそう

やや役立ちそう
どちらともいえない

あまり役立たなさそう
役立たなさそう

5 10 15 20人0

Q6.　　　　　　　　 
役立ちそう

やや役立ちそう
どちらともいえない

あまり役立たなさそう
役立たなさそう

5 10 15 20人0

Q7.　　　　　　　　 
役立ちそう

やや役立ちそう
どちらともいえない

あまり役立たなさそう
役立たなさそう

5 10 15 20人0

Q8.　　　　　　　　 
管理したい

やや管理したい
どちらともいえない

あまり管理したくない
管理したくない

5 10 15 20人0

Q9.　　　　　　　　 
面倒に思わない

あまり面倒に思わない
どちらともいえない
やや面倒だと思う
面倒だと思う

50 10 15 20人

Q1

Q2

Q3

Q4

Q5

Q6

Q7

Q8

Q9

この薬袋は従来の薬袋よりも薬の飲み忘れ防止に役立ちそうか。

従来の薬袋と比べて、情報の表示方法や使用方法など、総合的な
使用感は向上しているか。

服用指示情報の表示を大きくし、情報理解性･記憶性に配慮した。
従来の薬袋と比べて、薬の飲み忘れ防止に役立ちそうか。

服用指示情報の周囲に色面を施し、情報の強調効果を施した。
従来の薬袋と比べて、薬の飲み忘れ防止に役立ちそうか。

引っかけ用の穴やマチによって任意の場所に置けるようにした。
従来の薬袋と比べて、薬の飲み忘れ防止に役立ちそうか。

服用期間を具体的な日付で記載するスペースを設けた。
従来の薬袋と比べて、薬の飲み忘れ防止に役立ちそうか。

シールを貼って服用時期を視覚的に把握できる機能を設けた。
従来の薬袋と比べて、薬の飲み忘れ防止に役立ちそうか。　

裏面の機能は服用状況を積極的に管理したい人向けのものだが、
こうした機能を活用して服用状況を管理したいと思うか。　

裏面利用時には書き込みやシール貼付などの作業が必要となる。
こうした行為は面倒だと思うか。　
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あったため、今後の検討項目としたい。
5つのデザインポイントのうち、最も評価が低かったの

はQ7の「服用時期を視覚的に把握できるスケジュール表
の追加」であった。ヒアリングでは「わざわざ時間帯を視
覚的に確認する必要性が低い」といったコメントがあった
一方、「看護や介護の場面など、自分以外の患者の薬剤服
用を管理する立場にある場合、スケジュールが視覚的に確
認できる機能は大変有効だと思う」という意見もあり、被
験者によって見解が分かれる結果となった。その他に注目
した部分として、Q9の「服薬情報の管理にともなう作業
発生に対しての印象」の回答においてネガティブな回答が
ポジティブな回答を上回っていた。スケジュール表の機能
を使用するには付録のシールを任意の場所に貼り付ける作
業が必要となるため、こうした作業負荷へのマイナスイ
メージが、スケジュール表の評価に影響を及ぼしている可
能性もあると推察される。今後はより多くの利用者が機能
活用のメリットを感じられるよう、改善に向けた検討を重
ねていきたい。

9. おわりに
以上のことから、本研究において、薬剤服用忘れ改善の

ための情報デザインのあり方について実測調査を元に分析
と考察を行い、考察結果を踏まえた改善のためのデザイン
モデルを提示して有効性を検証することができた。今後は
本研究で提示したデザインモデルのより多角的な分析や、
同一コンセプトにもとづいた複数のデザインモデルによる
比較検証などを通じて、研究内容のさらなる展開を図って
いきたい。
本研究では薬剤の服用忘れに対して薬袋の情報デザイン

を切り口として取り組んだが、服用忘れは患者個々のさま
ざまな要因によって発生することから、本研究成果のみを
もって問題全体のクリティカルな解決を導き出すことは難
しいといえる。真の意味での問題解決に向けては、薬袋で
の情報提供という医療サービスのスタイルそのものを抜本
的に見直すことも必要であると考える。
医療分野におけるデザイン手法の導入はいまだ過渡期に

あり、デザイン研究としてより一層の積極的取り組みが必
要だと考えられることから、これからも薬剤服用に関する
各種アイテムや情報表現、情報管理システムなど幅広く研
究対象を設定し、総合的な医療サービスの品質向上に向け
た研究活動へと結実させていきたいと考えている。

［附記］
本研究は科学研究費補助金（26350019，代表：三上訓顯）

の助成を受けたものである。
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